




























　Keizo Saji who was a representative merchant of commercial city Osaka, and it was the 
second son of Shinjiro Torii who developed first Japanese real whiskey, became a successor of 
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Kotobukiya by sudden death of older brother Kichitaro unexpectedly．
　Keizo changes the company name to Suntory as soon as the president takes office, and 
started the beer business that couldn’t but give up in the times of Shinjiro, as for the thing of 
management philosophy of “Yatteminahare”．This business was deficit business for more than 
40 years．He placed the business with “A healthy deficit section”, and poured the fund which 
earned by whisky and wine generously.
　This article researches essence of “Yatteminahare”, is said to be DNA of Suntory, through 
inspecting the trace of the beer business challenge of Keizo Saji.
キーワード：やってみなはれ、佐治敬三、鳥井信治郎、ビール事業、健全なる赤字部門
























































































































































































            鳥井忠兵衛
            鳥井信治郎（初代社長）       
    鳥井道夫  佐治敬三（２代目社長）  鳥井吉太郎  
    鳥井信吾  佐治信忠（４代目社長）  鳥井信一郎（３代目社長）
  （現副社長、      
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（図表⑥）佐治敬三年表
1919（０歳）大阪市道修町で、鳥井信治郎の次男として生まれる
1932（13）母方佐治家の養子に
1937（18）浪速高校高等科理科乙類入学
1940（21）大阪帝国大学理学部化学科入学
1942（23）海軍技術仕官として青島に赴任
1945（26）技術大尉で復員、寿屋入社
1949（30）寿屋専務取締役に就任
1960（41）ビール事業進出を決意、信治郎→敬三に「やってみなはれ」
1961（42） 寿屋社長就任、ビール事業進出を発表、「トリスを飲んでハワイへ行こう」キャンペーン、
　　　　　サントリー美術館開設
1962（43）創業者鳥井信治郎逝去、雲雀丘学園理事長、邦寿会理事長に就任
1963（44）サントリーに社名変更、ビール発売
1967（48）サントリービール＜純生＞を発売、敬三→幹部に「やってみなはれ」、黒田事件で国会質問
1970（51）関西経済同友会代表幹事に就任、日中国交回復促進
1971（52）関西公共広告機構設立、初代理事長に就任
1972（53）二本箸作戦
1976（57）関西財界セミナーで「ウォータービジネスも国家なり」発言、第１回全社員セールスマン作戦
1977（58）衆議院商工委員会で「私の身体を２つに」発言　
1979（60）オールド年間１千万ケース
1980（61）生活文化企業を宣言
1981（62）第一回「北京国際マラソン」に協賛、TBS ブリタニカを買収
1983（64）第一回「サントリーオールド一万人の第九コンサート」（大阪城ホール）
1985（66）大阪商工会議所会頭に就任
1986（67）モルツ発売、サントリーホール開設
1988（69）JNN 特集報道番組で「熊襲」発言
1990（71）サントリー会長に就任（鳥井信一郎社長に）
1991（72）サントリー１兆円企業に
1993（74）大阪21世紀協会会長に就任
1994（75）公共広告機構会長に就任
1999（80）永眠（享年80歳）
（サントリー資料をもとに筆者作成）
（図表⑤）創業家の株主構成
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（サントリー資料をもとに筆者作成）
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